
第７３回  ＮＰＯ法人「にっぽん文明研究所」セミナー 
 

ニホンミツバチ（和蜂）復興プロジェクト発進！ 
 

我が国の山野の樹木や花、農作物の８０％をミツバチの授粉が支えていると言われています。在来

種のニホンミツバチ （和蜂） は縄文時代以前から生息して大自然の営みを助けて来ました。しかし明

治時代に西洋蜜蜂が輸入されて和蜂は次第に圧迫され、更には農薬に弱い和蜂は減少の一途を辿

っています。古来 “神の使い” と神聖視されてきた和蜂の存在は今後も農作物に欠かせず、蜜源の確

保は森林保護    ・ 自然環境保全に繋がります。和蜂の生息行動には神道理念を観ることができます。 

創設される 神道神祇本廰の傘下神社には和蜂の巣箱設置を提言しておりますが、純粋に和蜂のみ

に拘り 〔ニホンミツバチ（和蜂）復興プロジェクト〕 を始動、和蜂を増殖させます。併せてニホンミツバ

チ基金を設立し、正しく規律ある和蜂養蜂の頂点を目指します。当日、神事も行います。ご参加下さい。 
 
  

◎ 神事：「和蜂復興祈願祭」斎主 奈良泰秀 ＆ にっぽん文明研究所 神職有志 
 
◎ 養蜂の祭神 ・ 出羽三山開祖 蜂子皇子 ◆ 梨本宮記念財団  梨本 隆夫 氏                       

  ◆   ニホンミツバチ保護に求められる課題                   講 演 松丸 雅一  氏 
                                                                                                    

◆  農薬散布で急減するニホンミツバチ             講 演 御 園 孝 氏   
◆  ニホンミツバチと金稜辺の育成         講 演 武田 善隆   氏   
◆  新興国・東ティモールでの養蜂体験                  講 演 小野 俊英  氏 
 
 

◎ ディスカッション ＆ 質疑応答 （全員参加） 「ニホンミツバチのゆくえ」      
和蜂復興プロジェクト担当  佐藤 忠之          司 会  奈良 泰秀 

    
○ 日  時 ：    平成２８年２月１３日（土）１：３０ｐ.ｍ～５：００ｐ.ｍ    （１２：３０ｐ.ｍ 開場 ） 

○ 会  場   ：  國學院大學 院友会館    ( ℡ ： ０３-３４００-７７８１.  〒150-0011 東京都渋谷区東４-１２-８  )  

○ 入場料   ：  一般 （要・予約） ￥２,０００ 円． 学生・にっぽん文明 受講生  ￥１,０００ 円．      

 第７３回 セミナー 参加申込み   （Ｆａｘ送信用） ＊ 締切り＝２８年２月１０日（水） 
 
＊ご参加の場合は下記にご記入の上、ファックスかメール、電話でご連絡ください。  （担当：事務局・藤田） 

 
Ｆax   送信先    045-491-7461 e-mail  info@nippon-bunmei.jp   Ｔｅｌ  045-481-9361 

ご芳名                                          （      歳） 
 
ご住所                                                         
 

Ｔｅｌ                      Ｆａｘ                 

 

ご職業                               
 
＊入場料 当日お支払いです。ご予約後のキャンセルはしないでください。 
 
【院友会館 アクセス】  渋谷駅より都営バス学０３系統・國學院大學前または東４丁目下車、徒歩３分．恵比寿駅より都営バス学０６系統・東４丁目下車、徒歩２分． 

会場地図⇒ 

( ふりがな ) 

( お差支えなければ ) 


